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ーカー（日本経済新聞出版社）』を引用した。こ

うして見てみると、日本メーカーがいかに北米偏

重の収益構図を正し、バランスのとれた地域分散

を実現し始めているかがよくわかる。企業が開示

する所在地別営業利益ではわかりにくい、実際の

販売先に基づく仕向け地別の利益構成を理解する

ことは重要であろう。

　欧米メーカーの収益構造が、米国と中国市場に

偏るのに対し、日本メーカーは逆に分散化が進ん

でいる。この良い方向性を延長させていかねばな

らない。そのためには、一段とグローバルオペレ

ーションを強化し、サプライヤーの現地化と競争

力を引き上げていくことが大切である。

おわりに

　財務省の2014暦年速報値に基づけば、日本の貿

易赤字額は実に12兆7,813億円に達した。東日本

大震災の影響を受けた2011年に赤字に転落した

後、瞬く間に赤字幅を拡大させている。貿易収支

の純輸出額の半分は自動車産業が生み出す、まさ

に最後の砦である。国内基幹産業として、自動車

産業が果たす役割と責任は増大している。

　さまざまな苦難を乗り越え、国内自動車産業は

みごとな復活劇を演じた。しかし、冒頭に触れた

とおり、「稼ぐ力」と「競争力」は必ずしもイコ

ールではない。持続的な成長を確保できる競争力

を構築したうえで、望まれる収益性を持続的に世

に生み出していくことが大切だ。欧州メーカーは

斬新なイノベーションを積極的に送り出し、米国

のIT産業という異業種の挑戦も激しさを増して

いる。今後のグローバル市場の構造変化とクルマ

の技術と価値の大きな変化を踏まえれば、日本メ

ーカーはさらなる経営努力を払わなければならない。

（なかにし たかき）

図5●日本メーカーの地域別営業利益構造の推移と予測

注：�集計分析対象会社はトヨタ自動車、ホンダ、日産自動車、マツダ、スズキ、富士重工業の6社ベース。所在地のセグメント間連結調整はその他に合

算している。仕向け地別ベースの利益は生産利益と関連コストを実際に販売された地域に振り分けて算出されている。

出典：各社資料、『2020年の「勝ち組」自動車メーカー』（2015年　中西、日本経済新聞出版社）
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●カーデザインコンテストとは
──このコンテストを開催すること
になった経緯をお聞かせください。
　「デザイン部門委員会では以前よ
り、カーデザイナーの人材育成を目
的とした取り組みを行ってきました。
国内のデザイン業界を取り巻く環境
は厳しいです。デザイナー志望者は、
少子化の影響もあり、減少傾向にあ
ります。今後は中国やアジアなど、
新興国の台頭も進んできます。また、
デザイン教育は専門性が高く、高度
なデザインを教える側の人材も不足
しています。そうした中、デザイン
部門委員会では、次世代のプロへの
道筋を作り、将来の自動車業界をし
ょって立つ人材を育成したいという
理念で、WEBサイトで『カーデザ
インに挑戦！』というコンテンツを
2012年から始めました。主なター
ゲットは中学生から高校生で、この
ような世代を対象とした企画は、初
めての試みでした。その一環として、
2013年に第1回カーデザインコンテ
ストを開催しました。これらを通
じて、若い世代に、デザインやエ
ンジニアリングに興味を持っても

らいたいと考えています」

●カーデザイナーの登竜門に
──主なターゲットを中高生とした
理由は何でしょう。
　「小学生のころは、まだ具体的な
将来像が描けていませんが、逆に具
体的でないぶん、不安も少ないとい
えます。中高生になってくると、感
受性も高まり、人生観や職業観の形
成に重要な時期になります。将来の
夢を現実的にとらえて、そのために
どうすればいいのか、不安や悩みも
出てくるころですよね。そんな世代
の子たちに、カーデザインという職
業を意識してもらい、カーデザイナ
ーをめざすための道筋や情報を、案
内したいと思ったからです」
──若い世代の、将来の夢への入口
というところですね。
　「そうですね。応募テーマも、『近
未来社会にあって欲しいクルマ』な
ど、考えやすいものにしました。現
在、公的機関で開催している、中高
生のデザインコンテストとしては唯
一のものです。こちらの思いとして
は、新人の登竜門、カーデザインの

芥川賞のようなものになればいいな、
というところです。
　審査にはカーデザイナーだけでは
なく、エンジニアや他部門の自動車
メーカー関係者などが参加して、『未
来社会への貢献度』『独創性』『実現
性』などを評価して、多角的に行っ
ています。また、このコンテスト受
賞者の特典として、受賞作品をプロ
のデザイナーがリファイン・再作画
するというイベントを行っています。
受賞者たちにとっては、うれしいこ
とでもあるでしょうけど、自分とプ
ロの仕事を比べて、参考にしてもら
いたいと思っています」
──このコンテストの目標としては。
　「例えば10年、15年後に活躍する、

［第71回］
　公益社団法人 自動車技術会（JSAE）では、中学生・高校生・高等専門学校1〜3年生を対象とした、カ
ーデザインコンテストを開催している。2015年の第3回コンテストでは応募総数293作品を数え、受賞作7
点と佳作19点が3月に発表された。若い世代が描く未来のクルマのデザインについて、デザイン部門委員会・
人材育成WGリーダーとして審査に参加された、菅原重昭（すがわら しげあき）さんにお話を伺った。

［JAMAGAZINE編集室］
来たれ、未来のカーデザイナー ──JSAEカーデザインコンテスト

プロのデザイナーによる受賞作品のリファイン
（写真提供：JSAE）

第3回の受賞作品と、審査を担当された菅原重昭さん（トヨタ自動車デザイン本部 プロフェッショナル・パートナー）
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プロデザイナーを輩出するのが目標
です。またカーデザイナーだけでな
く、工業デザイナーやエンジニアな
ど、ものづくりに関わる“創造人”
の裾野を広げていきたいとも考えて
います。
　実際に、第1回コンテストで最優
秀賞を受賞した方が、今年、トヨタ
のデザインインターンシップに参加
します。このコンテストから将来、
世界を牽引するデザイナーが生まれ
ることを期待しています」
　
●応募作から見えるもの
──コンテストを通じて、中高生が
クルマに対して抱くイメージや感覚

が、何か見えてきますか。
　「とにかく、クルマに対するイメ
ージ、感性の幅が、われわれ大人の
抱くものより広いと感じます。ぬい
ぐるみに車輪を付けたデザインや、
まん丸な球体のクルマなど、『これ、
クルマなの？』と思ってしまうよう
なものもあります。これから自動車
業界が大転換期を迎えるなか、そう
いった“ぶっとんだ”デザイン、あ
る意味進んだ感性も、求められてく
るのだと思います。新しい価値観や
感性、ドリームを拾い上げて、『こ
ういうものがあるといいね、おもし
ろいね』と言ってあげられるように
していきたいと思います」

──応募作の傾向といったものは、
何か感じられますか。
　「全体として、多く見られるテー
マはあると感じます。例えば『環境
に配慮したクルマ』『パーソナルモ
ビリティ』『運転の自動化』といっ
たものです。環境については、クル
マのみならず社会全体で、環境に対
する意識が高まってきているという
ことだと思います。パーソナルモビ
リティも、現代の感性かもしれませ
ん。現在各社で開発が進んでいるも
のだけに、身近な未来の乗り物とし
て、注目されているのでしょう」
──運転の自動化も、最近注目の技
術ですね。
　「注目が集まるのは当然です。で
も一方で、多少の違和感を覚えると
ころもあります。“クルマを自分で
動かすことの楽しさ”が、薄れてい
る表れかもしれないと思うのです。
自動で動くクルマなら、電車でいい
んじゃないかな、という（笑）。た
だこれは、われわれ大人やメーカー
など、その楽しさを伝えるべき側が、
伝えきれていなかったということか
もしれません。自分でクルマを動か
すこと、運転する楽しさを、もっと
発信していかなければいけないと感
じます」

●ものづくりの楽しさを伝えたい
──このコンテストを通じて、若い
世代に感じてほしいこと、伝えたい
ことなどはありますか。
　「まず、ものづくりの楽しさです。
デザインだけでなくエンジニアリン
グも、またクルマ以外のものづくり
も含めて、創造すること、クリエイ
ションの楽しさを感じてほしいと思
います。
　もうひとつ、交通つまり人が動く
ことの素晴らしさ、重要性を伝えた
いと思っています。例えば今、モノ
にあふれた便利な生活ができるのも、
交通・物流のおかげですが、若い世

第3回カーデザインコンテスト
応募テーマ「10年後の暮らしを楽しくするクルマのデザイン」

カーデザイン大賞（最優秀賞）
「uni」三宅 海月さん（愛知県立愛知工業高等学校3年）

【講評】自分が使っていた一輪車に乗る感覚からヒントを得、操作性も人間の五感を大切にし、乗り物と一
体感を持って操作することが出来る感覚に着目した点は素晴しい。ドライバーや荷物をコンパクトな卵の殻
のような形状で包み込み、前後左右の視認性も考慮するなど、シートベルト、エアーバックなどの安全性に
も工夫をこらしている。それらを表現するレンダリングや説明図なども丁寧に分かりやすく描かれており、
全体のまとまりも大変良い。
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連載：クルマの楽しさ、素晴らしさとは

代にはあまり意識されていないので
は、と思います。こういった点につ
いても、われわれ大人の世代が、も
っと伝えていかなければならないと
思います。
　将来や進路に迷いのある子たちに、
こういう仕事がある、こういう勉強
をする、こういう会社がある、とい
った情報を伝えていきたいと思いま
す。これはJSAEだけでなく、自動
車業界全体で取り組むべき課題と考

えます。もっと広く言えば、日本の
ものづくりを、社会全体で応援し、
盛り上げていきたいと思います」

　第4回カーデザインコンテストの
応 募 期 間 は、2015年11月1日 か ら
2016年1月中旬（未定）で、2016年
3月に受賞作を発表する予定。未来
の自動車業界をしょって立つ、若き
デザイナーの登場を期待したい。 

●公益社団法人 自動車技術会HP
　[URL] http://www.jsae.or.jp/

●「カーデザインに挑戦！」
　[URL]
　�http://www.jsae.net/car_design/

（JAMAGAZINE編集室）

第3回カーデザインコンテスト 受賞作品

カーデザイン賞（高校生の部）

「WIND POWER CAR」櫻井 真生さん
（女子美術大学付属高等学校）

ダビンチ賞（中学生の部）

「JABARAL」安藤 学卯君
（宮城教育大学附属中学校3年）

カーデザイン賞（中学生の部）

「EVOLUTION」青木 智志君
（苫小牧市立青翔中学校1年）

審査委員特別賞

「解脱」磯野 淡紅絵さん
（女子美術大学附属高等学校2年）

ダビンチ賞（高校生の部）

「Salamander」安島 宗典君
（福島県立福島工業高等学校3年）

審査委員特別賞

「Transformation Bubble Car」谷口 結
香さん（女子美術大学附属中学校3年）
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「�海沿いのカーブを　君の白いクーペ　曲がれば　
夏も終わる」
（稲垣潤一「夏のクラクション」）
「�ホコリだらけの車に　指で書いた　True love, 
my true love」
（松任谷由実「DESTINY」）

◇年齢がわかってしまいそうで恐縮だが、クル
マ（ドライブ）に音楽が欠かせないように、音
楽にとってもクルマが欠かせない時代があった
のだと思う。自分もそんな時代を過ごしてきた。
ただ、最近は流行の音楽を聴いていても、歌詞
に「クルマ」が効果的に使われている曲は少な
いように感じる。それは、今の日本でアピール
する力をクルマが以前ほど持たなくなってしま
ったからかもしれない。
◇昨年10月から2度目の自動車担当になった。経
済部の記者として、自動車業界を扱うおもしろ
さは、企業経営やグローバル化、国内生産、輸出、
個人消費、雇用、税、先端技術…など、さまざ
まな切り口を持っていることだと思う。カーデ
ザインが特徴的だが、アートやカルチャーとい
う要素もそのひとつで、「自動車文化」という言
葉があるように、工業製品の中でも特別だと感
じている。
◇昨年4月の消費税増税以降、国内の新車販売は
低空飛行が続いている。駆け込み需要の反動や
力強さに欠ける個人消費など、さまざまな要因
が挙げられるが、人口減少が進むにつれ、需要
が減っていくのはある意味自然なことだ。エコ

カー補助金以降、長年続いた〝カンフル剤〟で、
需要の先食いが進んでしまった側面もあるだろう。
◇初めて担当した5年前もそうだったが、「若者
のクルマ離れ」という言葉を開発者や経営者か
ら聞くことがある。個人的には、働いても給料
が増えない若い世代の増加や、税金や駐車場代
などの高額な維持費が大きな理由で、クルマへ
の関心そのものを失ってしまったと言い切るの
は適切ではないように感じる。
◇このところ、自動車メーカー各社がスポーツ
カーを相次いで投入している。リーマン・ショ
ックや東日本大震災後の危機的状況から業績が
立ち直ったことも影響しているとはいえ、作り
手には、あらためてクルマの魅力を訴えたいと
いう思いがあるのだろう。
◇実は「夏のクラクション」だけでなく、
「DESTINY」に登場するクルマもクーペだ。優
れたデザインのクルマは周囲の風景さえも変え
てしまう。

「�初めて会った頃は　毎日ドライブしたのに　こ
のごろは　ちょっと冷たいね」

（松任谷由実「中央フリーウェイ」）

◇スポーツカーを購入しているのは若者より中
高年が多いそうだが、一時的なブームで終わら
ず、これからもクルマと音楽の親密な関係が続
いていってほしい。

（たむら たつひこ）

歌は世につれ

JASRAC 出1509313-501
夏のクラクション	 作詞 売野雅勇　作曲 筒美京平
DESTINY	 作詞・作曲　松任谷由実
中央フリーウェイ	 作詞・作曲　松任谷由実

田村 龍彦
産経新聞社
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会　　長 　池　　　史　彦 本田技研工業株式会社 代表取締役会長 （非常勤）
副 会 長 ○西　川　廣　人 日産自動車株式会社 代表取締役 CCO兼副会長 （　〃　）
　 〃 　豊　田　章　男 トヨタ自動車株式会社 代表取締役社長 （　〃　）
　 〃 　相　川　哲　郎　 三菱自動車工業株式会社 代表取締役社長兼COO （　〃　）
　 〃 　小　飼　雅　道 マツダ株式会社 代表取締役社長 （　〃　）
副会長・専務理事 　永　塚　誠　一 （常　勤）
常務理事 　内　藤　政　彦 （　〃　）
理　　事 　細　井　　　行 いすゞ自動車株式会社 代表取締役会長 （非常勤）
　 〃 　片　山　正　則 　　　　　〃 代表取締役社長 （　〃　）
　 〃 　原　山　保　人 スズキ株式会社 代表取締役副会長 （　〃　）
　 〃 ○鈴　木　俊　宏 　　　　　〃 代表取締役社長 （　〃　）
　 〃 　伊　奈　功　一 ダイハツ工業株式会社 代表取締役会長 （　〃　）
　 〃 　三　井　正　則 　　　　　〃 代表取締役社長 （　〃　）
　 〃 　加　藤　光　久 トヨタ自動車株式会社 代表取締役副社長 （　〃　）
　 〃 　早　川　　　茂 　　　　　〃 取締役・専務役員 （　〃　）
　 〃 　毛　利　　　悟 　　　　　〃 専務役員 （　〃　）
　 〃 　坂　本　秀　行 日産自動車株式会社 取締役 副社長 （　〃　）
　 〃 ○松　元　史　明 　　　　　〃 取締役 副社長 （　〃　）
　 〃 　川　口　　　均 　　　　　〃 専務執行役員 （　〃　）
　 〃 　市　川　正　和 日野自動車株式会社 代表取締役会長 （　〃　）
　 〃 　市　橋　保　彦 　　　　　〃 代表取締役社長 （　〃　）
　 〃 　吉　永　泰　之 富士重工業株式会社 代表取締役社長 （　〃　）
　 〃 　近　藤　　　潤 　　　　　〃 代表取締役副社長 （　〃　）
　 〃 　八　郷　隆　弘 本田技研工業株式会社 代表取締役 社長執行役員 （　〃　）
　 〃 　峯　川　　　尚 　　　　　〃 専務執行役員 （　〃　）
　 〃 　吉　田　正　弘 　　　　　〃 取締役常務執行役員 （　〃　）
　 〃 　金　井　誠　太 マツダ株式会社 代表取締役会長 （　〃　）
　 〃 　光　田　　　稔 　　　　　〃 常務執行役員 （　〃　）
　 〃 　益　子　　　修 三菱自動車工業株式会社 代表取締役会長兼CEO （　〃　）
　 〃 　中　尾　龍　吾 　　　　　〃 代表取締役副社長 （　〃　）
　 〃 　アルバート・キルヒマン 三菱ふそうトラック・バス株式会社 代表取締役会長 （　〃　）
　 〃 　鈴　木　孝　男 　　　　　〃 取締役相談役 （　〃　）
　 〃 　柳　　　弘　之 ヤマハ発動機株式会社 代表取締役社長執行役員 （　〃　）
　 〃 　木　村　隆　昭 　　　　　〃 代表取締役 副社長執行役員 （　〃　）
　 〃 　坂　上　優　介 ＵＤトラックス株式会社 取締役会長 （　〃　）
　 〃 　村　上　吉　弘 　　　　　〃 代表取締役社長 （　〃　）
理事･事務局長 　大　上　　　工 （常　勤）
監　　事 　山　下　雅　也 本田技研工業株式会社 常勤監査役 （非常勤）
　 〃 　今　津　英　敏 日産自動車株式会社 常勤監査役 （　〃　）
　 〃 　杉　山　雅　洋 早稲田大学 名誉教授 （　〃　）
○印：新任�

一般社団法人 日本自動車工業会 役員名簿

2015年7月17日
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2015年7月23日

一般社団法人日本自動車工業会は、バイク業界団体、地方自治体及び経済産業省の全15の主催団体とともに、9月
12日（土）、ツーリングの聖地である熊本県において「第3回 BIKE LOVE FORUM in 熊本」を開催します。

１．開催主旨
BIKE LOVE FORUM 主催団体は、昨年5月に2020年をゴールとする「二輪車産業政策ロードマップ」を取り纏め、

共通目標の実現を目指し、「第3回 BIKE LOVE FORUM in 熊本」では、ロードマップ施策の取り組み状況を二輪車
関係団体代表者に登壇いただき説明する予定です。　

BIKE LOVE FORUM は、世界に通用する素晴らしいバイク文化の創造を目指すとともに、バイク産業の振興、発
展等を図ることを目的とし、バイクに関わる企業・団体・地方自治体等が核となり、利用者等も交え、関係者間で社
会におけるバイクへの認知と受容、共存のあり方や、バイクの将来像等に関して真摯に議論しています。

※第1回は三重県鈴鹿市、昨年の第2回は静岡県浜松市にて開催

２．開催概要
■日　時：平成27年9月12日（土曜日）13時〜17時30分（予定）
■場　所：くまもと県民交流館パレア　10Ｆパレアホール
	 （熊本市中央区手取本町8番9号）　TEL：096-355-4300　
■主　催：一般社団法人 日本自動車工業会、全国オートバイ協同組合連合会　
	 一般社団法人 日本二輪車普及安全協会、日本自動車輸入組合　
	 一般社団法人 日本自動車部品工業会、
	 一般社団法人 日本二輪車オークション協会
	 一般社団法人 全国二輪車用品連合会、
	 一般社団法人 中古二輪自動車流通協会　
	 三重県、鈴鹿市、静岡県、磐田市、浜松市、熊本県　
	 経済産業省
■内　容：各主催団体のバイク振興に向けた取組みの発表など
	 びぷれす広場（びぷれす熊日会館１階）等に特設会場を設置（くまモンも登場します）
	 ※詳細については、8月上旬に発表予定

「第3回 BIKE LOVE FORUM」を熊本県で開催します
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2015年第1四半期および2014年度累計海外生産統計

2015年7月30日

2015年第1四半期の海外生産台数は、欧州・アフリカ・大洋州地域を除く地域において現地生産が増加したことから、
前年同期比102.1% の4,408,121台となった。

2014年度（2014年4月〜2015年3月）は、アフリカ・大洋州地域を除く地域において現地生産が増加したことから、
前年同期比104.1% の17,567,171台となった。

■2015年第1四半期実績
2015年1-3月 2014年1-3月 前年同期比（％）

アジア 2,253,574 2,237,480 100.7%

中近東 154 0 －

欧　州 443,460 459,364 96.5%

E U 373,940 395,055 94.7%

北　米 1,192,758 1,185,681 100.6%

米 国 954,826 972,684 98.2%

中南米 443,398 349,593 126.8%

アフリカ 57,458 66,059 87.0%

大洋州 17,319 19,028 91.0%

合計 4,408,121 4,317,205 102.1%

■2014年度実績
2014年4月〜2015年3月 2013年4月〜2014年3月 前年同期比（％）

アジア 9,128,723 9,017,379 101.2%

中近東 750 0 －

欧　州 1,638,304 1,623,342 100.9%

E U 1,360,937 1,415,907 96.1%

北　米 4,792,846 4,581,171 104.6%

米 国 3,795,493 3,669,484 103.4%

中南米 1,684,892 1,311,917 128.4%

アフリカ 233,240 234,860 99.3%

大洋州 88,416 102,590 86.2%

合計 17,567,171 16,871,259 104.1%

（単位：台）

（単位：台）
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2015年8月4日

一般社団法人日本自動車工業会（以下、JAMA）池史彦会長は、8 月 3 日にカンボジアにて開催された日本とアセ
アン各国の自動車産業分野に関する官民合同会議、アセアン METI 経済産業協力委員会自動車産業ワーキング・特
別セミナーにキーノートスピーカーとして出席しました。

今回の会議にはアセアン各国の自動車工業会で構成される ASEAN Automotive Federation（アセアン自動車連盟 
– 以下 AAF）のアイシャ会長も出席、両会長はこの機会を捉え、前日の JAMA 主催の夕食会において、カンボジア
王国ソクチェンダ調整大臣、工業・手工芸省ソックン副大臣、タイ工業省プラモート副大臣など多くの各国政府・業
界トップご臨席のもと、別添の共同声明を発表しました。

また、8 月 4 日にはフン・セン首相を表敬訪問し、これら活動を報告するとともに、カンボジアの自動車産業の発
展に向けて、実りある意見交換を行いました。 

AAFは 1976年ASEAN 各国の自動車工業会により結成。1996年以降アセアン自由貿易協定の実現に向けた活動を
強化。近年はアセアン経済共同体の発足を前にアセアン内の基準調和活動など真の市場統合に向けた活動を行ってい
ます。

JAMAは、こうした AAF の活動をこれまでも積極的にサポートしてきましたが、アセアンと日本の協力関係やア
セアン自動車産業の競争力の強化、さらに自動車産業の健全な発展に不可欠な安全や環境問題など、各国が直面する
課題への取り組みに向け、両組織間の緊密的、友好的、かつ協力的な関係を強化することを確認しています。

日本自動車工業会、アセアン自動車連盟による共同声明について
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2015年 8 月 2 − 4 日にカンボジア・シェムリアップにて開催された第16回AMEICC 自動車 WG の機会に、日本自
動車工業会の池会長とアセアン自動車連盟アイシャ会長は以下の共同声明に合意した。

AAF・JAMA共同声明

日本自動車工業会（JAMA）はアセアン自動車連盟（AAF）およびそのメンバーであるアセアン各国の自動車工
業会とこれまで、緊密で友好的なビジネス上の協力関係を有している。

アセアンにおける自動車産業は、近年モータリゼーションの進展とともに、大きな成長をとげ、いまや生産台数で
450万台と世界でも 5 番目となっている。

この間 JAMAメンバー会社は、研究開発も含めた技術移転、現地調達部品の拡大や人材育成などを行い、アセア
ンにおけるパートナーとともに、自動車産業の成長を担ってきた。更には JAMA と AAF およびその会員である各
国工業会が各国の政府と連携し、各種政策の実行をサポートしてきている。

一方、アセアン域外への輸出も拡大しているなか、アセアン域内も含めたグローバル市場における競争が激化。
本年末のアセアン経済共同体（AEC）発足により単一市場になることを活用し競争力をさらに強化していく必要が

ある。そのためにはシームレスな事業環境の整備、とりわけ各国個別の状況に配慮しつつも調和活動を進める MRA
を積極的に推進していくことが必要である。

また、自動車産業が持続可能であるためには交通安全や環境問題への積極的取り組みが求められている。特に交通
安全については、車両の安全装備の拡充だけではなく、ヒト・インフラ・クルマの三位一体の包括的な対策が重要で
あり、環境対策については CO2 の削減やエネルギー保全に向け新車の燃費向上のみならず、エコドライブ啓発や道
路インフラの改善、廃車促進政策、車検制度など保有車も含めた包括的な対策が重要。

こうした課題への取り組みの重要性を認識し、AAF と JAMA はアセアン自動車産業の持続的な成長と競争力の強
化という共通の目標に向け、政府機関、民間機関だけでなく、学会、社会全般も含め、関連する全ての利害関係者と
連携し、両組織間の緊密的、友好的かつ協力的な関係を強化するものである。
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●自工会会員各社のホームページアドレス
いすゞ自動車㈱	 http://www.isuzu.co.jp/

川崎重工業㈱	 http://www.khi.co.jp/

スズキ㈱	 http://www.suzuki.co.jp/

ダイハツ工業㈱	 http://www.daihatsu.co.jp/

トヨタ自動車㈱	 http://www.toyota.co.jp/

日産自動車㈱	 http://www.nissan.co.jp/

日野自動車㈱	 http://www.hino.co.jp/

富士重工業㈱	 http://www.fhi.co.jp/

本田技研工業㈱	 http://www.honda.co.jp/

マツダ㈱	 http://www.mazda.co.jp/

三菱自動車工業㈱	 http://www.mitsubishi-motors.co.jp/

三菱ふそうトラック・バス㈱	 http://www.mitsubishi-fuso.com/

ヤマハ発動機㈱	 http://yamaha-motor.co.jp/

UDトラックス㈱	 http://www.udtrucks.co.jp/

●主な自動車関係団体のホームページアドレス
一般社団法人 日本自動車部品工業会	 http://www.japia.or.jp/

一般社団法人 日本自動車車体工業会	 http://www.jabia.or.jp/

一般社団法人 日本自動車機械器具工業会	 http://www.jamta.com

公益社団法人 自動車技術会	 http://www.jsae.or.jp/

一般財団法人 日本自動車研究所	 http://www.jari.or.jp/

一般財団法人 日本自動車研究所 JNXセンター	 http://www.jnx.ne.jp/

一般社団法人 日本自動車販売協会連合会	http://www.jada.or.jp/

一般社団法人 全国軽自動車協会連合会	 http://www.zenkeijikyo.or.jp/

一般社団法人 日本自動車会議所	 http://www.aba-j.or.jp/

一般社団法人 日本自動車連盟	 http://www.jaf.or.jp

日本自動車輸入組合	 http://www.jaia-jp.org/

一般社団法人 自動車公正取引協議会	 http://www.aftc.or.jp/

一般社団法人 日本二輪車普及安全協会	 http://www.jmpsa.or.jp/

公益財団法人 日本自動車教育振興財団	 http://www.jaef.or.jp/

公益財団法人 自動車製造物責任相談センター	 http://www.adr.or.jp/

公益財団法人 自動車リサイクル促進センター	 http://www.jarc.or.jp/

一般社団法人 自動車再資源化協力機構	 http://www.jarp.org/

一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会	http://www.jaspa.or.jp/

一般財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会	 http://www.mfj.or.jp/

一般社団法人 全国レンタカー協会	 http://www.rentacar.or.jp/

自動車基準認証国際化研究センター	 http://www.jasic.org/

一般社団法人 日本中古自動車販売協会連合会	http://www.jucda.or.jp/

公益社団法人 全日本トラック協会	 http://www.jta.or.jp/

一般社団法人 全国自家用自動車協会	 http://www.disclo-koeki.org/

	 02b/00479/

一般社団法人 日本自動車リース協会連合会	http://jala.or.jp/

公益社団法人 日本バス協会	 http://www.bus.or.jp/

公益社団法人 全国通運連盟	 http://www.t-renmei.or.jp/

一般社団法人 日本自動車タイヤ協会	 http://www.jatma.or.jp/

一般社団法人 自動車用品小売業協会	 http://www.apara.jp/

自動車税制改革フォーラム	 http://www.motorlife.jp/

●自工会会友のホームページアドレス
ゼネラルモーターズ・ジャパン㈱	 http://www.gmjapan.co.jp/

自工会インターネットホームページ
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